
参考

国税の種類

地方税の種類

直 接 税 所得税、法人税、相続税、贈与税、地価税、地方法人特別税

間接税等
消費税、酒税、たばこ税、揮発油税、地方揮発油税、石油ガ
ス税、航空機燃料税、石油石炭税、自動車重量税、関税、と
ん税、特別とん税、印紙税、登録免許税、電源開発促進税

普 通 税 目 的 税

道
府
県
税

道府県民税、事業税、不動産取得税、
道府県たばこ税、ゴルフ場利用税、自
動車税、鉱区税、狩猟者登録税、固定
資産税（特例分）、地方消費税

自動車取得税、軽油引取
税、水利地益税、狩猟税

市
町
村
税

市町村民税、固定資産税、軽自動車
税、市町村たばこ税、鉱産税、特別土
地保有税

都市計画税、入湯税、事業
所税、水利地益税、共同施
設税、宅地開発税
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国の財政と消費税について
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40th
　全間連第 40 回通常総会・東京大会の開催に先立ち、その記念特集号が発刊されました。
本号では、その中から「全間連の歴史と現状」を会員の皆様に紹介します。
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大化の改新以前	
（645年以前）

……… 役（えだち）　……　労力を提供する。
税（たちから）　…　穀物を献納する。
調（みつぎ）　……　穀物以外のものを献納する。

大化の改新以後 ……… 租（そ）　…………　田の面積に応じて米を納める。
庸（よう）　………　労力の提供だが布で納めることが多

かった。
調（ちょう）　……　各地の特産物を納める。

鎌 倉 時 代
室 町 時 代 ……… 庸、調はだんだん衰

すい

微
び

し、田租が中心となった。

田租（でんそ）　…　年貢ともいい、米を納める。

江 戸 時 代 ……… 庸、調は、小物成（こものなり）や課役（かやく）に変わっ
ていった。地租（ちそ）　田租と地子（ちし）があり、地子
は屋敷に課されるもの。小物成……山林などの収益や、商人
に課したもの。課役……臨時の支出に充てるために労役を課
したもので、例えば、夫役（ぶやく）など。

明 治 時 代　　　………
（1868年～1912年）

〔明治 6年〕地租を中心として、従来の収穫高から土地価格
によって税額を決定し、すべてお金で納められるように
なった。

〔明治 8年〕租税が国税と地方税の二つに区分された。
〔明治20年〕所得税が設けられ、個人の所得に課税されるよ

うになった。
〔明治21年〕市制及び町村制が制定されたので市町村税が設

けられた。
〔明治23年〕府県制の制定により、従来の地方税は府県税と

改称された。
〔明治29年〕営業税法が施行され、府県はこれに付加税を課

税することになった。
〔明治32年〕法人に所得税が課税された。

大 正 時 代　　　………
（1912年～1926年）

地租中心、間接税中心から所得税中心の税制に変わった。

昭 和 時 代　　　………
（1926年～1989年）

〔昭和15年〕法人税が新設され、所得税から独立した。
〔昭和22年〕地租は国税から地方税へ移行された。また直接

税に申告納税制度が採用された。
〔昭和25年〕地租は廃止され、固定資産税が設けられた。シャ

ウプ勧告により税制が改正され、地方税では付加税制を
廃止して独立税制が採用された。

〔昭和37年〕間接税にも申告納税制度が採用された。

平 成 時 代　　　………
（1989年～　　年）

〔平成元年〕消費税が導入された。
〔平成 4年〕地価税の導入

我が国の税の歴史
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